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午前10時00分開議

○議長（是石　利彦君）  ただいまの出席議員は１０名で、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。
　なお、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　議事に入ります前に、総務財政課長から議案書の訂正をしたい旨の申出がありました。総務財政課長の発言を許可いたします。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  発言のお時間を頂きましてありがとうございます。
　誠に申し訳ありませんが、本定例町議会に提案しております議案書の内容に誤りがございましたので、訂正をお願いいたします。訂正箇所について御説明します。
　議案書の２７ページをお願いいたします。
　令和２年度吉富町一般会計繰越明許費繰越計算書の上から４番目の項目、２款総務費４項選挙費の福岡県知事選挙でございます。右側の財源内訳の未収入特定財源のうち、国庫支出金の欄に３３４万５,０００円との記載がありますが、正しくは右隣の県支出金の額が３３４万５,０００円でありました。国庫支出金の額はゼロ円の誤りでございましたので、それぞれ訂正をお願いいたします。誠に申し訳ありませんでした。

　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  ただいま総務財政課長からの発言がありました内容のとおり、報告第３号の訂正を承認いたしたいと思いますが、これによろしいでしょうか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議がございませんので、報告第３号の訂正は承認されました。
　議事を進めます。
────────────・────・────────────
日程第１．会議録署名議員の指名について
○議長（是石　利彦君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　会議録署名議員に矢岡議員、山本議員、２名を指名いたします。
────────────・────・────────────
日程第２．議案第２８号　専決処分の承認を求めることについて（吉富町税条例等の一部を改正する条例の制定について）
○議長（是石　利彦君）  日程第２、議案第２８号専決処分の承認を求めることについて（吉富町税条例等の一部を改正する条例の制定について）を議題といたします。
　担当課長に内容の説明を求めます。税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  議案第２８号（吉富町税条例等の一部を改正する条例の制定について）。
　本議案は、令和３年４月１日を施行日とする地方税法等の一部を改正する法律（令和３年法律第７号）などが令和３年３月３１日に公布され、吉富町税条例等の一部改正が必要となり、令和３年３月３１日に専決処分を行いましたので、内容について報告し、承認を求めるものです。
　議案書３ページから１１ページとなります。
　なお、詳細は、付属資料の資料ナンバー１、新旧対照表で御説明いたします。
　新旧対照表１ページであります。
　第２４条は、個人住民税における均等割の非課税の算定に当たり、扶養控除の対象範囲を年齢１６歳未満の者及び控除対象扶養親族に限ることとした改正です。
　２ページから３ページとわたります。
　第３４条の７は、寄附金税額控除における特定公益増進法人に対する寄附金のうち、寄附をした者に特別の利益が及ぶと認められるもの及び出資に関する業務が明らかな寄附金について、税法上の控除等の対象から除くこととした改正です。
　続きまして４ページです。
　第３６条の３の２は、給与所得者の扶養親族申告書の提出について、電子提出など、電磁的方法による対応をする場合に、税務署長の承認を廃止することとした改正です。
　第３６条の３の３は、公的年金等受給者の控除対象扶養親族について、年齢１６歳未満の者に限ることとした改正。
　５ページ中ほどです。
　扶養親族申告書の提出を電子提出など電磁的方法により対応する場合に、税務署長の承認を廃止することとした改正です。
　次に、５３条の８は、退職所得申告書の整備に係る規定の整備に伴う改正です。
　６ページです。
　第５３条の９は、退職所得申告書について、電子提出など電磁的方法による措置に対する税務署長の承認を廃止することとした改正です。
　７ページです。
　第８１条の４は、軽自動車税の環境性能割の税率を１％軽減する臨時的軽減について、適用期限を６か月延長し、令和３月３月３１日までに取得したものを対象とした改正です。
　続きまして、附則の改正です。
　附則第５条は、個人住民税における所得割の非課税の限度額の算定に当たり、扶養控除の対象範囲を年齢１６歳未満の者及び控除対象扶養親族に限ることとした改正です。
　８ページをお願いします。
　第６条は、健康の維持増進及び疾病予防として医療用から転用された医薬品の購入費用について、医療費控除の特例とする特定の医薬品購入額の所得控除制度の適用期限を令和９年度まで５年間延長することとした改正です。
　第１０条の２は、引用する地方税法附則の項のずれの改正となります。１１ページの上段までとなります。
　同じく１１ページお願いします。
　第１１条は、３年に１度の固定資産税評価替えに伴う見出し中の字句を改正するものです。
　第１１条の２は、令和３年度の固定資産税評価替えに伴い、見出し中の字句の改正及び土地に係る令和３年度から令和５年度までの各年度分の負担調整措置の仕組みを継続する改正です。
　第１２条は１２ページから１５ページにわたります。
　第１２条です。第１２条は、評価替えに伴う見出し中の字句の改正及び宅地等に係る各年度分の税額の負担調整措置の仕組みを継続する改正でございます。
　１５ページ中段辺りです。
　第１３条は、評価替えに伴う見出し中の字句の改正及び農地に係る各年度分の税額の負担調整措置の仕組みを継続する改正です。
　１６ページです。
　第１５条は、評価替えに伴う特別土地保有税に係る令和３年度から令和５年度までの各年度分の負担調整措置の継続及び令和６年３月３１日までに取得した宅地比準土地の負担調整措置を継続する改正でございます。
　１７ページをお願いします。
　第１５条の２は、令和元年１０月１日から令和３年３月３１日までに取得した三輪以上の自家用の乗用軽自動車に係る環境性能割の非課税措置及び税率の特例措置の適用期限を９か月延長する改正です。
　第１５条の２の２は、令和３年度及び４年度に、初回車両番号指定を受けた排ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の少ない車両について、グリーン化特例の軽減期間を令和５年３月３１日まで２年間延長する改正です。
　１８ページから２１ページ中ほどまでとなります。
　第１６条は、軽自動車税の種別割のグリーン化特例のうち、軽減の対象を営業用乗用車及び軽貨物車に限定した上で、特例の期間を２年間延長する改正です。
　第１６条の２は、引用する地方税法の附則の項のずれを改正するものです。
　２２ページです。
　第２５条は、住宅借入金特別控除の特例延長によるもので、注文住宅では令和２年１０月から令和３年１１月までの契約、分譲住宅など、令和２年１２月から令和３年１１月までに契約した場合、住宅ローン控除の控除期間１３年の特例について、令和４年末までの入居者を対象にする改正であります。
　２３ページをお願いします。併せて、議案書８ページ、５行目辺りからです。
　吉富町税条例の一部を改正する条例（令和２年条例第１３号）の一部について、引用する地方税法等の改正に伴う一部改正です。
　第４８条は、法人の町民税の申告納付について、引用する地方税法改正による条項のずれを改正するものです。
　２４ページです。
　第５０条は、法人税法における連結納税制度の廃止に伴い、引用する地方税法施行令の規定の整備に伴う改正であります。
　第５２条は、法人の町民税に係る納期限の延長の延滞金について、引用する地方税法改正による条項のずれを改正するものです。
　続きまして、附則の改正です。２５ページをお願いします。
　附則第４条は、納期限の延長に係る延滞金の特例について、法人税法における連結納税制度の廃止に伴う改正により、引用する条項を削除したものです。
　議案書の８ページをお願いします。下段辺りになります。附則についてです。
　第１条は、施行期日についてです。本条例の施行日は令和３年４月１日であります。ただし、第１条第１号から第４号に定める規定につきましては、それぞれ別の施行日となっております。また、第３号における産業競争力強化法等の一部を改正する等の法律については、現在開会中の通常国会で審議中であるため、９ページ１行目、法律番号を空欄としております。
　９ページから１０ページにわたってです。
　第２条は、町民税に関する経過措置について規定しています。
　第３条は、固定資産税に関する経過措置について規定しています。
　１１ページであります。
　第４条は、軽自動車税に関する経過措置について規定しています。
　以上で説明を終わります。御承認くださいますようよろしくお願いします。
○議長（是石　利彦君）  税務課長の説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑に当たっては、自己の意見は述べられないことになっています。なお、質疑の回数は、同一議員につき、同一議題について３回を超えることがないようになっております。よろしくお願いいたします。
　また、質問者、答弁者の発言は、挙手をし「議長」と発声の後、私から発言の指名を受けてから行っていただきます。
　以上のことを必ずお守りいただきますよう、よろしくお願いいたします。
　本案に対して、質疑はありませんか。岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  ８番、岸本です。
　まず、７ページの第５条のところの……。（「マイク」と呼ぶ者あり）
　すみません。５条の４行目のところの扶養親族の括弧の中なんですけども……。
○議長（是石　利彦君）  立ってお願いします。
○議員（８番　岸本加代子君）  立ってするんですね。（笑声）
　扶養親族の括弧の中なんですけど、年齢１６歳未満の者及び控除扶養親族に限るとあるんですけど、１６歳未満というと子供なので、当然扶養親族だと思うんですど、別々に分けて書かれているのはどうしてなのかというのが１つと、それから、その次のページ、８ページの特定一般用医薬品等というのがあるんですけど、これどういうものなんでしょうか。
　まず、この２つをお願いします。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。ページでお願いします。
○税務課長（別府　真二君）  まず、２４条から続きます年齢１６歳未満の者という定義でありますが、これは国の所得税法の準則に基づいて地方税法同様にならったものであります。１６歳未満等控除対象扶養親族に限るとされているものについては、扶養親族というところでは、６親等内の血族、配偶者及び３親等内の姻族とされるところが定義であります。１６歳未満などの方については、高校生で既に就労されている方もいらっしゃるというところが、まず一つあるのかなと。併せて、冒頭御説明いたしましたが、所得税法の改正等に基づく地方税法の引用ということでございます。
　２番目の……。（「質問者さんも悪いけど、議案書か付属資料なんか聞かんと、質問者さんの言い方が……」と呼ぶ者あり）
○議長（是石　利彦君）  だから、ページで言ってくださいって言ったんやけど。
○税務課長（別府　真二君）  ８ページの……。
○議長（是石　利彦君）  どちらの８ページ。
○税務課長（別府　真二君）  新旧対照表の８ページです。特定一般医薬品購入費を支払った場合の医療費控除の特例ですが、これが、セルフメディケーション税制とされまして、自らが疾病予防対策のためにドラッグストア等で購入された医療用から転用された、例えば胃薬であったりとか、湿布薬であったりとか、そういったものを購入した場合について、ドラッグストア等でレシートを頂いたものですけど、そのレシートについても医療費控除の対象となるというところであります。その期限が、今回、令和９年度まで延長されたということです。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  付属資料の……。
○議長（是石　利彦君）  資料のページ。付属の。
○議員（８番　岸本加代子君）  付属資料１３ページの上から６行目、２号と書いてあるところなんですけど、商業地等に係る令和４年度及び令和５年度の分ってなっているんですね。これ、改正でとなっているんですけど、その前のを読むと、平成３０年度から令和２年度までの各年度の分となっているので、改正された場合、この令和３年度というのはどうなるんでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  ただいまの、第１２条の関連の御質問かと思います。固定資産税の土地負担調整措置について御説明します。
　令和３年度が評価替えの年であります。その評価替えの年については、令和３年度から令和５年度までの期間、据え置き年度において、価格の下落修正を行う措置並びに商業地等に係る条例減額制度及び税務負担が増加する土地に関する条例減額制度を含め、現行の負担調整措置の仕組みを継続するということです。
　具体的に言いますと、新型コロナウイルス感染症による社会経済活動等が厳しい状況の中、納税者の負担感に配慮する観点から、令和３年度に限り、負担調整措置等により、税額が増加する土地については、前年度、令和２年度の税額に据え置く特別な措置。これが、令和４年度、令和５年度も引き続きその体制で対応するということであります。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２８号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。
　よって、議案第２８号は、委員会付託を省略することに決しました。
　次に討論に入ります。反対討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。
　これにて、質疑、討論を終わります。
　これから、本案を採決いたします。本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第２８号専決処分の承認を求めることについて（吉富町税条例の一部を改正する条例の制定について）は、これを承認することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第３．議案第２９号　専決処分の承認を求めることについて（令和３年度吉富町一般会計補正予算（第１号））
○議長（是石　利彦君）  日程第３、議案第２９号専決処分の承認を求めることについて（令和３年度吉富町一般会計補正予算（第１号））を議題といたします。
　担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  議案書１２ページをお願いいたします。
　議案第２９号専決処分の承認を求めることについてでございます。
　地方自治法第１７９号第１項の規定により、令和３年度吉富町一般会計補正予算を令和３年５月７日付で専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。
　一般会計補正予算書第１号をお願いいたします。
　１ページをお願いいたします。
　令和３年度吉富町一般会計補正予算（第１号）。
　令和３年度吉富町の一般会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。
　歳入歳出予算の補正。
　第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３３億３,４００万円とする。

　２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  これから、ページを追って質疑に入ります。
　補正予算書１ページ、歳入２ページ、歳出３ページ。
　次に、４ページ、事項別明細書、総括、歳入。
　５ページ、同じく総括、歳出。
　次に、歳入、６ページ。
　歳入全般について、御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  次に、歳出に入ります。
　歳出、７ページ。
○議長（是石　利彦君）  山本議員。起立、お願いします。
○議員（５番　山本　定生君）  皆さん、おはようございます。
　若干、質問をさせてください。
　これ、一般住民の方から聞かれたんで、私が答えにくかったことなんで、簡単にお聞きしたいんですが、以前、予算が専決するときに一応説明受けているんで、タクシー会社を入れるという形で、大変いいことだなと思ったんですが、その後に福祉タクシーが入っていますよね。福祉タクシーが、今、１社かな。（「１社」と呼ぶ者あり）僕も知らないんですけど、それで聞かれたのが、その福祉タクシー以外のタクシーを選定しなかったのかどうなのか。ここを選んだ基準とか、何かその辺があったら教えてください。
○議長（是石　利彦君）  子育て健康課長。
○子育て健康課長（石丸　貴之君）  お答えいたします。
　タクシー会社の選定につきましては、陸運局の関係、タクシー業界の絡みがありまして、豊前市及び築上郡で選定をいたしております。その関係で２社というふうになっております。
　福祉タクシーにつきましては、町内業者ということで１社のみ選定をいたしております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  もちろん町内にある業者さんが１社なんで、自動的にそうなったんだと思うし、だから私も別に不思議ではないんですけど、たまたまその方が、他地区の福祉タクシーをいつも使っている方だそうなんです。何でそれは使えないんですかと聞かれたんで、いや、別に吉富のタクシー使えばいいのになって単純に思ったんやけど、逆に言うと、ほかのタクシーでは使えないのか。まだコロナワクチン接種ありますので。まだあと１回か２回、たしかありますから、使えないのかどうなのか、そこだけ教えてください。
○議長（是石　利彦君）  子育て健康課長。
○子育て健康課長（石丸　貴之君）  福祉タクシーにつきましては、もう町内の業者ということで今回は選定させていただいておりますので、他地区のやつは使えないということで選定させていただいております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  先日、７５歳以上の方の２回目の接種があったかと思うんですが、その際に、この送迎用のタクシーの実績はどのくらいだったでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  子育て健康課長。
○子育て健康課長（石丸　貴之君）  お答えいたします。
　先日、５月２９日、３０日に７５歳以上の２回目の接種がありましたが、利用人数は２日間で１６人、合計１９回を使用しております。
　行きは１人ずつで行ったんですけども、接種会場で同地区の方がおられたので、帰りは２人で相乗りで帰られたというふうな事例もありますので、人数と回数は若干の変動がございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  さっきの件で、福祉タクシーの回数は何回やったんですか。そこだけ教えてください。
○議長（是石　利彦君）  子育て健康課長。
○子育て健康課長（石丸　貴之君）  福祉タクシーにつきましては、２日間で３回の使用がございました。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  歳出全般について、御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  歳入歳出全般について、御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第２９号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第２９号は、委員会付託を省略することに決しました。
　次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。
　これにて、質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第２９号専決処分の承認を求めることについて（令和３年度吉富町一般会計補正予算（第１号））は、これを承認することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第４．議案第３０号　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について
○議長（是石　利彦君）  日程第４、議案第３０号新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。
　担当課長に内容の説明を求めます。税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  議案第３０号新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部を改正する条例について御説明いたします。
　本議案は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する特例的措置として、市町村が条例に基づいて行う国民健康保険税の減免の特例について、令和３年度分を追加する改正であります。
　議案書１５ページ、付属資料２７ページをお願いします。
　第３条は、減免の対象となる保険税について規定しております。減免の対象となる保険税について、令和元年度及び令和２年度分を令和元年度から令和３年度分に改め、対象となる期間について、令和２年２月１日から令和３年３月３１日までの間を令和２年２月１日から令和４年３月３１日までの間に延長する改正です。
　第４条は、減免の申請について規定しております。減免の申請提出する期限について、令和３年１月２９日を納期限の７日前までに改めるものです。
　議案書１５ページをお願いします。
　附則についてです。施行期日、第１項、この条例は公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用する。経過措置、第２項、この条例による改正後の第３条及び第４条の規定は、令和３年度分の保険料の減免について適用し、令和２年度分までの保険料については、なお、従前の例による。
　以上で説明を終わります。御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。
○議長（是石　利彦君）  説明が終わりました。
　これより質疑に入ります。本案に対し質疑はございませんか。岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  このコロナ減免分については、令和２年度国が全額負担していたと思うんですけど、令和３年度分はどうでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  減税分については、国のほうからもそういった措置がなされるということであります。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  もう１点。申請の期限に変更があるんですね。現行のままだと、それをそのまま移せば期限について令和４年１月２９日となるのかなと思ったら、納期限の７日前までとなっているんですけども、このことによって何がどう変わっていくんでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  今回、改正に当たり減額または免除の対象となる世帯の減免額については、新型コロナウイルス感染症により主たる生計維持者が死亡しまたは重篤な傷病を負った世帯にあっては、その全部を免除し、新型コロナウイルス感染症の影響により主たる生計維持者の事業収入等の減少が見込まれる世帯にあっては、当該世帯の前年の合計所得金額により定められた割合により減額を行うということなんですが、国民健康保険税が失業と同時に加入するというところがございます。当然に２月になって加入する方もおらっしゃるでしょう、３月になって加入される方もおらっしゃるでしょう。というところで、納期限の７日前、要は１週間前ですね。申請を受け付けてその状況を確認して、その方に通知をするというところまでを想定して、一旦７日前までとさせていただきます。ただし、期限を超えたものについては、現在の条例の中にあるやむを得ない理由が生じたときというところを適用するというところも一つ考えていこうかと思っております。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今の説明なんですけど、期限を超えたものについては、やむを得ないものにその条項に適用する考えもあるということなんですけど、適用するということでよろしいですか。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  基本は１４日間のルールというのがございます。だから、１４日間のルールの中で、例えば、疾病を負ったので入院加療中だったので、やむを得ず手続が遅れたというところが想定される部分なのかなと思います。やむを得ない理由の一つとしてはですね。というところの状況が生じたときに対応するものと考えています。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  岸本議員。３回目。
○議員（８番　岸本加代子君）  私、ここのこの変更を見たときにちょっとよく分からなかったんですけど、こんなふうに解釈したんですよね。例えば、現行のままだと既に納期限が来たものであっても減免の対象になると、期限が令和３年１月２９日までなので。でも、今度新しい改正案では、先ほどおっしゃったみたいに納期限が来たものについては駄目だというか、つまり納期の日が幾つかありますよね、２期、３期とかね。払おうと思ったけれども払えずに一応未納というか滞納になったと。それに対しても後でこんなふうにしてお金が足らないんだということに、コロナの影響でですね、そういう申請すれば、それも認められるのが現行で、改正案になるとそういったことは認められないというふうに解釈したんですけど、そうじゃないんですか。つまり住民にとって申請の期限が変わることによって、本当に困っている方が減免の対象になるのにはどっちがいいかなと思ったんですけど、どうなんでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  ２月から１月の２９日というのは、第７期の納期限１月３１日をイメージしたものなのかなと考えています。ただ納期限の７日前というのが、その方の申請、それからその人の状況確認、それから課税の減額あるいは免除の処置、それから御本人さんへの通知というところを想定しても、少なくとも５営業日は必要かなと思って７日前までという改正が広く採用されていますので、そこに倣ってやったというところもございますが、先ほどのコロナ減免によって、職を失った方については加入と同時にその手続を促すものでございます。今回は、あくまでも世帯あるいは主たる生計維持者の方が疾病によりやむを得ない理由というところを明記にしたものでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。横川議員。
○議員（９番　横川　清一君）  この特例を今までに受けられた世帯、人数が分かれば教えてください。
○議長（是石　利彦君）  税務課長。
○税務課長（別府　真二君）  お答えいたします。
　平成３１年──令和元年度分の課税については１９世帯、令和２年度分については２２世帯がこの適用による申請を行っております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３０号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３０号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３０号新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定については可決することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第５．議案第３１号　吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
○議長（是石　利彦君）  日程第５、議案第３１号吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。
　担当課長に内容の説明を求めます。住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。議案第３１号でございます。
　議案書の１７ページと付属資料の２９ページの新旧対照表も併せてお開きください。
　吉富町手数料条例の一部を改正する条例。吉富町手数料条例（平成１２年条例第１０号）の一部を次のように改正する。
　別表、個人番号カードの再交付の項を削るでございます。
　この改正は、国においてデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律が公布され、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号利用法の一部が改正されたことに伴うものでございます。
　番号利用法の改正によりまして、２点が新たに規定されております。
　一つは、個人番号カードは地方公共団体情報システム機構が発行する。地方公共団体情報システム機構、これはＪ─ＬＩＳと略されますが、このＪ─ＬＩＳが個人番号カードの発行主体であること。そして、もう一つは、Ｊ─ＬＩＳが個人番号カードの発行に関し手数料を徴収することができ、その徴収事務を住所地市区町村長に委託することができるという規定でございます。現在、個人番号カードの再交付手数料は市区町村が主体となり手数料条例に規定してそれを根拠に徴収しておりますが、今後はＪ─ＬＩＳが主体となり、市区町村はＪ─ＬＩＳからの委託を受けて徴収することとなります。したがって、条例で再交付手数料の徴収根拠を定めておく必要がなくなることから、別表の個人番号カードの再交付の項を削除するものでございます。
　続いて付表でございます。この条例は令和３年９月１日から施行する。この施行日は法律の関連規定の施行期日でございます。この改正は法改正に伴うものであり、町独自の改正点はございません。すいません、附則でございます。失礼いたしました。附則でございます、この条例は令和３年９月１日から施行する。この施行日は、町の関連規定の施行期日でございます。この改正は法改正に伴うものであり、町独自の改正点はございません。
　以上で説明を終わります。御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。
○議長（是石　利彦君）  説明が終わりました。
　これより質疑に入ります。本案に対し質疑はありませんか。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  これ法改正ということなんで、内容についてはどうのこうのないんで、委託する業者さんの金額は変わるんですかね、そこだけ教えてください。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  このマイナンバーカードの交付に係る基準の額というのが定められておりまして、それが８００円となっております。その額に変わりはありませんので変更はございません。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  横川議員。
○議員（９番　横川　清一君）  今、るる説明いただきましたけど、この市区町村に変わる団体の名前、先ほどＪ─ＬＩＳとか何とか言ってたのはっきり聞こえなかったんでもう一度はっきり教えてください。
○議長（是石　利彦君）  住民課長。
○住民課長（石丸　順子君）  正式名称は、地方公共団体情報システム機構と申します。これの英語にしたときの頭文字でＪ─ＬＩＳ──Ｊ、ハイフン、Ｌ、Ｉ、Ｓ、──Ｊ─ＬＩＳと申します。
　以上です。（「はい分かりました」と呼ぶ者あり）
○議長（是石　利彦君）  ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なし認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３１号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。議案第３１号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３１号吉富町手数料条例の一部を改正する条例の制定については可決することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第６．議案第３２号　吉富町定住化促進条例の一部を改正する条例の制定について
○議長（是石　利彦君）  日程第６、議案第３２号吉富町定住化促進条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  それでは、議案書の１８ページをお願いいたします。吉富町定住化促進条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。
　議案書１９ページをお願いいたします。併せて付属資料の３０ページの新旧対照表を御覧ください。
　吉富町定住化促進条例（平成１８年条例第４号）の一部を次のように改正する。
　附則第１項中、平成３３年３月３１日までを令和８年３月３１日までに改める。これは、現行条例は令和２年度末までに住宅を取得した方を対象とし、その対象者は令和３年度以降に奨励金を交付されることになっております。
　本条例に基づく定住化促進事業は一定の効果を上げておりますので、事業の継続を図るため対象期限を５年間延長するものでございます。
　次に、附則第２項中「、平成３７年３月３１日限り」を、「、令和１２年３月３１日限り」に改める。これは条例の執行に関する規定で対象期限を５年間延長することに合わせて、執行期限も５年間延長するものでございます。
　附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。
　以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。
○議長（是石　利彦君）  説明が終わりました。
　これより質疑に入ります。本案に対し、御質疑ありませんか。岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今、説明の中に一定の効果を上げているということだったんですけども、平成１８年以降、新築、建て替え、それから購入ですね、数が分かればお願いいたします。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  新築、建て替え、購入の件数でございます。
　本条例が可決されました平成１８年４月１日から１５年間の新規の住宅取得者数が３３９件でございます。平均では年間２３件。そのうち転入者数のほうも説明させていただきます。転入者数が１５年間で１１５名、平均で８件、割合にいたしましては３４％の方が転入しているという効果が表れております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  もう一度、岸本議員。
○議員（８番　岸本加代子君）  今、説明受けました。今、平均と言われたんですけど、大体その推移というのは横ばいでしょうか、どうなんでしょうか。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  推移につきましては、ほぼ横ばいでございます。平成１８年が２８件、１９年が１８、順に、１７件、１４件、２８件、２６件、１７件等とありまして、若干消費税法の改正におきまして建築の駆け込み需要で建築件数が増えることもありますけど、押しなべては平均値に近いものというふうに考えております。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  条例の最終改正は平成２８年３月２５日で、平成１８年から５年ごとに３月議会で改正されてきました。６月議会に提案となった理由を教えてください。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  ３月議会に上程しなかった特段の理由はございません。
　なお、本議会に上程したことで、現在申請者に対する不利益等もございません。その理由は、令和３年度に取得された住宅に係る定住化奨励金の交付は固定資産税の納付後となり、その期間は令和４年度以降となるためでございます。
　併せまして、本条例案が改正された後は、附則にございますように住宅の取得者は平成１８年４月１日から令和８年３月３１日までの間、途切れなく対象となされるためでございます。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  先ほど課長のほうから３３９件だったと記憶していますけども、町内の方が新築、または中古住宅といいましょうか、購入された方が何人おるのか、町外から何人おるかという数字まで把握されているんであれば教えてもらえたらと思います。
○議長（是石　利彦君）  地域振興課長。
○地域振興課長（軍神　宏充君）  現在、手持ちの資料では、そのような数は把握しておりませんので、また後ほど集計いたしましてお答えさせていただいてもよろしいでしょうか。（「分かりました、お願いします」と呼ぶ者あり）
○議長（是石　利彦君）  そのようにお願いします。ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題になっております議案第３２号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３２号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論はありませんか。梅津議員。
○議員（７番　梅津　義信君）  先ほど課長の説明でも、この定住化促進条例が吉富町の定住化促進に大変寄与している条例ということがよく分かりました。ただ、私の質問の中で６月になぜ提案されたのかということに、ちょっと理由はないというお答えでございましたが、よくホームページのぞき込む方は、吉富は３月議会で提案出してないんなら、これなくなるのかなというような危惧する方もいて、よそに家を建てる場合もあるかも分からないので、今後は特に理由がないのなら３月で提案されてほしいということを要望し、大変すばらしい条例の延長に賛成いたします。
○議長（是石　利彦君）  反対討論ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  賛成討論ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３２号吉富町定住化促進条例の一部を改正する条例の制定については可決することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第７．議案第３３号　令和３年度吉富町一般会計補正予算（第２号）について
○議長（是石　利彦君）  日程第７、議案第３３号令和３年度吉富町一般会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３３号については、本日の質疑を省略し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３３号令和３年度吉富町一般会計補正予算（第２号）については、本日の質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第８．議案第３４号　令和３年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）について
○議長（是石　利彦君）  日程第８、議案第３４号令和３年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。
　これから質疑に入ります。よろしいですか。
　補正予算１ページ。
　補正予算実施計画２ページ。
　次をよろしいですか、予定貸借対照表３ページ、いいですか、４ページ。
　補正予算明細書、収益的収入及び支出５ページ。
　給与費明細書６ページ、７ページ。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  最終ページで聞こうか、どっちで聞こうか思ったんやけど、今回職員異動で減額になっています。最終ページで前回３名から２名に人員が減っていますけど、１名減ですけど、人数ぎりぎりでどうなんかなと心配になっております。そこだけ教えてください。
○議長（是石　利彦君）  上下水道課長。
○上下水道課長（奥家　照彦君）  お答えいたします。
　この本年の４月１日の人事異動により上下水道課として職員が１名減ということで、本年、令和３年度スタートいたしました。
　現在、上下水道課の体制は、上水道で何人、下水道で何人というような形ではなく、上下水道の工務係、業務係ということで進めております。体制的に下水道のほうで人員が必要ということで、下水道のほう３名にし、水道の事業のほう２名ということで、あと会計年度任用職員１名、計６名ということで現在進めております。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題になっております議案第３４号は、福祉産業建設委員会に付託したいと思います。御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３４号令和３年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。
────────────・────・────────────
日程第９．議案第３５号　令和３年度吉富町下水道事業会計補正予算（第１号）について
○議長（是石　利彦君）  日程第９、議案第３５号令和３年度吉富町下水道事業会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。
　これから、質疑に入ります。
　補正予算書１ページ。
　補正予算実施計画、収益的収入及び支出２ページ。
　資本的収入及び支出３ページ。
　予定貸借対照表４ページ、５ページ。
　補正予算明細書、収益的収入及び支出６ページ、７ページ。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  支出の７ページ。支出の管渠建設費、工事内容について説明をお願いします。
○議長（是石　利彦君）  上下水道課長。
○上下水道課長（奥家　照彦君）  資本的収入及び支出の支出２１節の工事請負費でございます。今回、５７０万円の補正をお願いするわけですが、町内で公共下水道を施工する場合には、下水道認可区域において本管工事を施工して各家庭には公共ますを設置してまいるわけなんですが、その本管工事終了した後に宅地化をされ住宅が建設されると、そういった例がございます。そのような場合、本管から分岐して公共ますを設置する必要がありますので、そういった工事がこの令和３年度になりましてから多数上下水道課のほうに寄せられております。その中から、工事請負費として施工しなければならない案件、現在２件ありまして、その概算設計として５７０万円を計上させていただいておるところでございます。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかに。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  補正予算明細書、資本的収入及び支出７ページ。
　給与費明細書８ページ、９ページ。
　以上、補正予算書全般について御質疑ありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　ただいま議題となっております議案第３５号は、福祉産業建設委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３５号令和３年度吉富町下水道事業会計補正予算（第１号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。
　ここで、暫時休憩いたします。１０分、１１時１０分再開といたします。
午前11時00分休憩

………………………………………………………………………………
午前11時10分再開

○議長（是石　利彦君）  休憩前に引き続き再開いたします。
────────────・────・────────────
日程第１０．議案第３６号　監査委員の選任について
○議長（是石　利彦君）  日程第１０、議案第３６号監査委員の選任についてを議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  議案書２３ページをお願いいたします。
　議案第３６号監査委員の選任について。
　本町監査委員に、次の者を選任したいので同意を求める。
　住所、吉富町大字直江１８１番地、氏名、是石英俊、昭和２４年８月１３日生まれ。令和３年６月２３日をもって任期が満了する守口賢二郎氏の後任として、是石英俊氏を選任したいので、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　是石さんは、現在７１歳で昭和４７年に東京電機大学を御卒業後、同年４月、株式会社高田工業所に入社されました。プラントの設計監理などに従事され、平成１０年には、同社に新たな部門が設立されることに伴い部長に就任され、部全体の予算の確保や執行管理を手掛けられました。その後も、長く部長職を務められ、平成２１年に退職後も、同社から必要な人材として再雇用され、現在も現役で活躍しておられます。
　昨年からは、本町財政検討委員会委員にも就任され、大変熱心に町財政についての御質問を頂き、貴重な御意見も頂いているところです。民間企業で培われた豊かな経験、知識、識見を有しておられますので、本町監査委員として適任者であると思っております。御審議の上、御同意くださいますようお願いいたします。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  これより質疑に入ります。
　本案に対し質疑はありませんか。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  この方の経歴は今お聞きしたとおり、先日の説明のとおりなので、どうのこうの私たちが言うことではないと思うんですが、過去、委員を選任するときに聞いて来たんですが、町長が任命することなので、町長から何か一言あるのであればお願いします。この方について。
○議長（是石　利彦君）  ありますか。特にないようです。
　ほかに。太田議員。
○議員（６番　太田　文則君）  先ほど、担当課長のほうから是石英俊さんのプロフィールといいましょうか経歴を聞いたんですけども、一番の監査委員としてふさわしいという、ここがというところあればお答え願いたいと思います。
○議長（是石　利彦君）  総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  お答えいたします。先ほど御説明申し上げましたとおり、是石さんは民間企業で豊富な経験をお持ちでいらっしゃいます。また新たなプロジェクトを設立するに当たって予算の確保から執行の管理というところを長く経験、そういう経験が非常に豊富でいらっしゃるということ、それから昨年、財政検討委員会の委員さんになっていただいたんですが、大変御熱心に町の財政を勉強していただいて、私たちに貴重な御意見を頂いているというようなところの積極性、そういったところが今回の人事案件にいたったというふうに考えています。
　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  ほかにありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３６号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３６号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に討論に入ります。反対、賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３６号監査委員の選任については原案のとおり同意することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第１１．議案第３７号　固定資産評価審査委員会委員の選任について
○議長（是石　利彦君）  日程第１１、議案第３７号固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  議案書２４ページをお願いいたします。
　固定資産評価審査委員会委員の選任について。
　本町固定資産評価審査委員会委員に、次の者を選任したいので同意を求める。
　住所、吉富町大字幸子４２８番地４、氏名、友田博文、昭和２９年９月５日生まれ。
　令和３年６月２０日をもって任期が満了します友田博文氏を再選任したいので、地方自治法第４２３条第３項の規定により、町議会の同意を求めるものでございます。
　友田さんは、本町固定資産評価審査委員会委員に平成２７年６月２１日に就任され現在２期目でございます。皆さん御承知のとおり、吉富町役場職員として長年勤務され、税務課長としても５年９か月在籍し、地方税制について優れた見識と豊かな経験を有しており、固定資産評価審査委員会委員として適任者であると思っております。御審議の上、御同意くださいますようお願いいたします。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  これより質疑に入ります。
　本案に対し質疑はありませんか。山本議員。
○議員（５番　山本　定生君）  今回、また再任なのでコメントとか、今の町長に聞くのはどうかと思うが、町長から一言あるならばお願いします。
○議長（是石　利彦君）  ありませんか。町長。
○町長（花畑　　明君）  質問の趣旨があまりよくわからないんですけども、これはみんなで諮ってみんなの総意で決めております。有能な方は有能、いいものはいいという考えのもとで進めてまいっていますので、現場の声を大切にしてとのことです。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  ほかにございますか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３７号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３７号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に討論に入ります。反対、賛成討論はありますか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３７号固定資産評価審査委員会委員の選任については原案のとおり同意することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第１２．議案第３８号　固定資産評価員の選任について
○議長（是石　利彦君）  日程第１２、議案第３８号固定資産評価員の選任についてを議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  御説明いたします。議案書２５ページをお願いいたします。
　議案第３８号固定資産評価員の選任について。
　吉富町固定資産評価員に、次の者を選任したいので同意を求める。
　住所、吉富町大字小犬丸３６０番地２９、氏名、別府真二、昭和４５年６月３０日生まれ。４月１日付の職員人事異動で税務課長に異動がありましたので、小原弘光前税務課長の後任として別府真二現税務課長を本町固定資産評価員に選任したいので、地方税法第４０４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　別府課長は、平成元年４月に吉富町役場に採用され、勤続３２年の経験豊富な職員であります。税務課には平成１５年７月から平成２４年３月までの８年９か月の勤務経験があり、税務行政に精通しております。御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  説明が終わりました。これより質疑に入ります。
　本案に対し質疑はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  質疑なしと認めます。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３８号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３８号は委員会付託を省略することに決しました。
　次に討論に入ります。反対、賛成討論はありませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。
　これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（是石　利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３８号固定資産評価員の選任については原案のとおり同意することに決しました。
────────────・────・────────────
日程第１３．報告第３号　繰越明許費繰越計算書について（一般会計）
○議長（是石　利彦君）  日程第１３、報告第３号繰越明許費繰越計算書について（一般会計）を議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。総務財政課長。
○総務財政課長（奥本　仁志君）  報告第３号繰越明許費繰越計算書についてでございます。令和２年度吉富町一般会計の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰り越したので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により報告するものでございます。
　内容につきましては、議案書２７ページを御覧ください。
　まず、２款総務費１項総務管理費、防災行政無線デジタル化更新工事で、翌年度繰越額８,７１３万４,０００円でございます。各御家庭に設置された防災行政無線戸別受信機をデジタル受信機に更新する事業でありますが、１軒１軒を訪ねることで作業に長期間を要するため令和２年度と３年度の２カ年にかけて事業を進めていることが、令和３年度分の事業費について繰越しをしたものでございます。

　財源としましては、地方債で８,７１０万円、これは緊急防災減災事業債で元利償還金の７０％が交付税に算入されます。このほか一般財源が３万４,０００円となっています。

　次に、２款総務費１項総務管理費、地域おこし協力隊事業で、翌年度繰越額２８８万２,０００円でございます。地域おこし協力隊の採用に当たり、令和３年度の早い時期での募集に向けて、令和２年度から準備に着手する必要があるため、採用に向けた一連の事業に係る業務委託契約を令和２年度中に行い、これを令和３年度に繰り越したものでございます。

　財源は全額を一般財源で措置しておりますが、特別交付税措置の対象となる見込みです。
　次に、２款総務費１項総務管理費、まち・ひと・しごと創生事業で、翌年の繰越額１,０７９万円でございます。これは、まち・ひと・しごと創生事業のうち、空き家店舗活用事業に係る経費でございます。対象となる空き家に入居して事業を行う方を募集しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、新規在京の応募者集めが難航し、設計工事の着手ができないことから繰り越したものでございます。

　財源としましては、補助対象事業分の２分の１が、国庫補助金の地方創生推進交付金で５３９万５,０００円、地方負担分の９０％が地方債の一般補助施設整備等事業債で４５０万円、一般財源８９万５,０００円となっております。

　次に、２款総務費４項選挙費、福岡県知事選挙で、翌年度繰越額３６３万８,０００円でございます。４月１１日執行の福岡県知事選挙の期間が令和２年度と令和３年度にまたがったことから、令和３年度分の事務費を繰越ししたものでございます。

　財源としましては未収入特定財源として、令和２年度分の県からの委託金の一部２８万５,０００円と令和３年度分として交付される県からの委託金３３４万５,０００円、一般財源８,０００円となっております。

　次に、４款衛生費１項保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種事業で、翌年度繰越額５,３０１万３,０００円でございます。新型コロナウイルスワクチン接種に関する事業について、国の方針に基づいて事業費全額を令和２年度に予算計上し、令和２年度中に支出した電算システム改修費や人件費を除く経費について令和３年度に繰り越したものでございます。

　財源としましては、ワクチン接種に係る国庫負担金及び補助金で５,３０１万１,０００円、一般財源が２,０００円となっております。

　次に、６款農林水産業費１項農業費、農業振興事業（スマート農業推進強化事業）で、翌年度繰越額５６０万５,０００円でございます。農作業における作業員同士の接触を減らし、また作業性の効率化を図る目的で農業機械を導入した農業者に補助金を交付する事業ですが、一部、機械の納品が４月上旬にずれ込んだことから、当該機械に係る補助金を繰越ししたものでございます。

　財源としましては、全額県補助金のスマート農業推進強化事業費補助金となっております。
　次に、６款農林水産業費１項農業費、農業農村整理事業（ため池劣化調査）で、翌年度繰越額は４４万円です。令和３年度に町内２か所の溜池の劣化調査を行う予定としておりますが、国の令和２年度補正予算において、事業費の一部を賄うため、令和２年度に予算計上し繰越ししたものであります。
　財源といたしましては、国庫補助金の農業農村整備事業補助金で４０万円、補助対象外事業分の４万円が一般財源となっております。
　次に、６款農林水産業費２項水産業費、水産物供給基盤機能保全事業で、翌年度繰越額５,９３５万５,０００円でございます。吉富漁港の各地の浚渫に係る事業費でありますが、のりの養殖の関係で、海水の濁り対策について、中津市の小祝漁協との調整を行い早期着手したものの、７月の集中豪雨で航路が埋まり、各地の土砂を沖に搬出できなくなったため、災害復旧工事を行う間、工事が中断した結果、令和２年度中に事業が完了しなかったため、繰越ししたものでございます。

　財源としましては補助対象事業分の２分の１が国庫補助金の水産物供給基盤機能保全事業費補助金で２,９０５万円、補助対象事業費の地方負担分の９０％が地方債の公共事業等債で２,６１０万円、一般財源が４２０万５,０００円となっております。

　次に、８款土木費２項道路橋梁費、道路更新防災対策事業で、翌年度繰越額８,３０７万８,０００円でございます。小犬丸界木線佐井川橋補修事業でありますが、入札不調による工期の延期、必要な資材等の納品の遅滞、出水期を避けるための工期の調整等により、令和２年度中に事業が完了しなかったため、積算業務や補償費を除く事業費を繰越ししたものでございます。

　財源といたしましては、補助対象事業費の５６.６５％が国庫補助金、補助対象事業費の地方負担分の９０％が地方債の公共事業等債で２,７３０万円、一般財源が１,０７４万８,０００円となっております。

　次に、８款土木費２項道路橋梁費、小犬丸玄光院線狭隘道路整備促進事業で、翌年度繰越額９５０万４,０００円でございます。狭隘道路拡幅工事において、用地取得交渉で地権者との調整に日数を要したことから、令和２年度中に事業が完了しなかったため繰越ししたものでございます。

　財源としましては、補助対象事業費の２分の１が国庫補助金の社会資本整備総合交付金で４３２万円、補助対象事業費の地方負担分の９０％が地方債の公共事業等債で３８０万円、一般財源が１３８万４,０００円となっております。

　最後に、８款土木費５項住宅費、町営幸子団地住居改善等改修事業で、翌年度繰越額６,４０３万７,０００円でございます。当初計画していた住戸の全面改修について、水回りを中心とした居付き改修に見直しするための設計変更に時間を要したことから、令和２年度中に事業が完了しなかったため、翌年度に事業費の一部を繰越ししたものでございます。

　財源としましては、未収入特定財源として国庫補助金が９万円、未収入特定財源として国庫補助金の社会資本整備総合交付金で５５０万３,０００円、地方債の公営住宅建設事業債で５,７１０万円、一般財源が１３４万４,０００円となっております。

　以上でございます。
○議長（是石　利彦君）  以上で報告説明を終わります。
────────────・────・────────────
日程第１４．報告第４号　経営状況の報告について（土地開発公社）
○議長（是石　利彦君）  日程第１４、報告第４号経営状況の報告について（土地開発公社）を議題といたします。
　担当課長より内容の説明を求めます。未来まちづくり課長。
○統括課長兼未来まちづくり課長（守口　英伸君）  議案書の２８ページをお願いいたします。
　経営状況の報告について。
　令和２年度吉富町土地開発公社の経営状況について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。
　お手元の事業報告書の１ページをお願いいたします。
　令和２年度事業報告書、１、事業の内容。令和２年度の事業の内容でございます。
　２、事業の実施状況。令和２年度は公有地の取得及び売却はございません。
　３、理事会の議決事項。令和２年５月２１日と令和３年３月２９日の２回、書面で開催をいたしております。議決事項は記載のとおりでございます。
　２ページをお願いいたします。役員については、令和３年３月３１日現在の役職員の報告でございます。
　３ページお願いします。監査です。監査の日時、場所、監事名、監査事項を記載しております。
　４ページをお開きください。４ページ、５ページにわたりまして、令和２年度月別資金状況でございます。前年度からの繰越金は６０９万８,９３８円で、３月末の資金の残高は６０４万６,５００円となっております。

　５月の支出５万円は法人町民税、６月の収入５０１円は定期預金の利息、８月の３０円、２月の３１円の収入は普通預金の利息、３月の支出３,０００円は監査を行った監事に対する役員報酬でございます。

　６ページをお開きください。６ページ、７ページにわたりまして、事業管理費と一般管理費の月別の支出内訳でございます。合計５万３,０００円を支出いたしております。

　８ページをお開きください。８ページ、９ページにわたりまして、予算決算対照表の収入の部でございます。９ページの下、収入の部の合計といたしまして、予算現額６１０万４,０００円に対しまして、収入済額６０９万９,５００円で、予算額と収入額との比較では４,５００円の不足でございます。

　１０ページをお開きください。１０ページ、１１ページにわたりまして、支出の部でございます。１１ページの下、支出の部の合計といたしまして、予算現額６１０万４,０００円に対し、支出済額は５万３,０００円で、不用額は６０５万１,０００円となっております。

　１２ページをお開きください。損益計算書でございます。３の販売費及び一般管理費で５万３,０００円を支出しております。収入は平成１７年度から町助成金を全額廃止していますので、４の事業外収益の受取利息５６２円のみとなっております。収入より支出のほうが多いので、その差額５万２,４３８円が当期純損失となります。

　１３ページは貸借対照表です。令和３年３月３１日現在でございます。資産の部、現金及び預金のみで１,１０４万６,５００円でございます。負債の部はございません。資本の部、基本財産は５００万円でございます。準備金は、前期繰越準備金が６０９万８,９３８円でありましたが、当期は５万２,４３８円の損失でございますので、準備金合計は６０４万６,５００円となります。

　資本合計は、資本金と準備金の合計１,１０４万６,５００円でございます。負債の部はございませんので、負債資本合計も同じく１,１０４万６,５００円でございます。

　１４ページをお開きください。キャッシュ・フロー計算書でございます。令和２年度の現金収支の状況を示しております。支出合計５万３,０００円に対しまして、収入が５６２円で、４の現金及び現金同等物減少額が５万２,４３８円となっております。期首の現金は６０９万８,９３８円でありましたが、期末の現金は６０４万６,５００円となります。

　１５ページ、１１、公有地明細書、公有用地はございません。１２、財産目録でございますが、現金預金と定期預金のみの合計で１,１０４万６,５００円となっております。

　１６ページをお開きください。監査意見書でございます。
　１７ページ、令和２年度分利益金処分計算書でございます。前期繰越準備金６０９万８,９３８円でございましたが、当期は損失が５万２,４３８円でありますので、当年度未処分利益金は６０４万６,５００円となり、処分額も同額の６０４万６,５００円で、次期繰越準備金として処分するものでございます。

　以上、令和２年度吉富町土地開発公社事業報告を終わります。
　以上です。
○議長（是石　利彦君）  以上で報告説明を終わります。
　ここで未来まちづくり課長守口課長から、議員にワクチン接種についてのお話があります。ちょっとお時間ください。守口未来まちづくり課長。
○統括課長兼未来まちづくり課長（守口　英伸君）  貴重なお時間をいただきありがとうございます。いよいよ明日から６５歳を対象としたワクチン接種が始まります。この土日を皮切りに７月４日まで、１回目と２回目があるんですけど、計１０回ワクチンを行います。これによりまして、吉富町の６５歳以上で接種を希望される方、全員の方に接種ができるということになっております。国が要望する７月末より早く、近隣でもいち早く接種が終わるということになっております。本日午後から明日に向けて準備をいたします。これから１０回にわたりまして職員一同、住民の皆様が安心して接種ができるよう一生懸命努力していきたいと、会場においても親切、丁寧に対応していきたいと思っておりますので、どうぞ皆さんよろしくお願いをいたします。
　以上、報告させていただきました。
　以上です。
────────────・────・────────────
○議長（是石　利彦君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。
　本日は、これにて散会いたします。
午前11時38分散会

──────────────────────────────
統括課長兼


未来まちづくり課長
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